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はじめに

　２１世紀に入り、およそ１０年が経過しようとしている。２０世紀末から言われ

続け、すっかり言い旧されてしまったが、わが国の子どもたちを取り巻く状

況は大きく変わってしまった。公園で遊ぶ子どもはまったく見られなくなり、

どこを歩いてもゲーム機を手にした子どもがそれに夢中になっている。テレ

ビでは“子どもの虐待”のニュースが溢れ、学校では“いじめ”や“不登校”、

“学習にまったくついていけない子ども”の問題が深刻になっている。幼稚

園・保育所では“オムツをしたまま”年少クラスに入園してくる子どもや

“気になる子ども”が増え、同時に“モンスター”などと呼ばれる子どもの

母親や両親に悩まされている。大学で授業を担当する教員として若い学生を

眺めていると、“受講態度”や“欠席”が気になってしまう。さまざまな事情

があるにせよ、家庭のしつけやそれまでの学校教育に疑問をもたざるを得な

い。これらの問題は、すべて教育心理学とかかわっていると言っても過言で

はない。

　本書は、やや大袈裟かもしれないが、このような現代的課題に教育心理学

的立場から少しでも考え、理解し、応える手がかりを得ることを意図して企

画・編集された。

　執筆いただいた方々は、日ごろ幼稚園教諭や保育士の養成に心理学関連科

目の担当者として努力されている先生方である。多忙のなかで執筆いただい

たことに深く感謝申し上げたい。さらに、本書の企画・出版にご努力いただ

いた「（株）みらい」の社員のみなさん、とりわけ担当いただいた同社企画編

集課の小松慶一郎氏に感謝申し上げたい。編者の怠慢のために遅々として進

まない作業を辛抱強くお待ちいただいた。

　編集にあたっては教科書としてふさわしいように、その内容や執筆に意を

用いたつもりであるが、思わぬ欠落や誤りがあるかもしれない。最後になる

が、ご批判やご指導をお願いする次第である。

２００８年３月

編者　伊藤　健次
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　筆者が初めて心理学と出会ったのは、大学の教育学部に入学した頃のこと

である。当時の大学の教育課程は、入学後１年から１年半の間にわたって一

般教育課程でさまざまな教養科目を学んだ後、残りの２年ないし２年半程度

で専門課程を学ぶスタイルが多かった。すでに述べたように、筆者はこの一

般教育課程で初めて心理学を学んだのである。その内容を振り返るために、

当時の教科書を見直してみると、「感覚と知覚」「学習」「パーソナリティと適

応」など盛りだくさんの内容を、若干の解説を加えながら教科書をさらりと

読んでいくような講義であった。とりたてて心理学への興味が湧くこともな

く、期末試験も 惨  憺 たるもので、当然評価は合格ギリギリの「Ｃ」であった。
さん たん

　その後、年次が進行して教育職員免許を取得するために必修科目としての

「教育心理学」を履修することになった。その頃、学生の自主的な学習グルー

プを通じて、さまざまな障害がある子どもたちとの出会いがあった。その子

どもたちの療育活動を通じて、教育心理学とまじめに取り組むことになった

といえる。そして、教育心理学は子どもたちとの活動から生じるさまざまな

疑問に答えてくれる研究領域でもあったのである。

第１節 ● 教育心理学との出会い

第１章　● 保育と教育心理学

��

　本章では、教育心理学とは何か、どのような内容が含まれているのか、教育心理学

がめざすものとは、そして「保育」とのかかわりは何かを学んでいく。

　急速な少子化の進行や複雑な社会状況の変化のなかで、今まさに保育の重要性に目

が向けられていかなければならない。教育心理学がもつその内容と方法は、保育を客

観的で実証可能な実践的な学へと導いていってくれるに違いない。

◆キーポイント◆

第 1 章
保育と教育心理学
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　『新・教育心理学事典』（依田監、１９８０）によると、「教育心理学は、教育に

関連する諸事象について心理学的に研究し、教育の効果を高めるのに役立つ

ような心理的知見と心理的技術とを提供しようとする学問である」と述べて

いる。

　もともと教育心理学は、心理学の教育への応用としてスタートしたが、そ

の内容は、記憶、疲労、感覚など断片的なものであったとされる。その後、

終戦を迎えることになって、わが国に連合国最高司令官総司令部（GHQ/ 

SCAP）がおかれ、そのなかの組織である民間情報教育局（CIE）が教育改革

に関与したとされる（サトウ・高砂、２００３）。１９４７～４８年にかけて、旧文部省

やGHQ/SCAPのCIEによって開催された教師養成のための研究集会や教育

指導者講習会（IFEL）において、教育心理学の部会が教育行財政や教育社会

学などの部会とともに開設された。各地の教育委員会関係者、教育行政官、

教員養成大学教員などを対象とするものであったが、このなかで当時のアメ

リカの（教育）心理学を踏まえた内容が伝えられ、「発達」「学習」「人格（適

応）」「評価」という教育心理学の４本柱というシステムとその内容が伝えら

れたという（サトウ・高砂、２００３）。

　今日では教育心理学は心理学の教育への応用にとどまらず、教育実践に直

接かかわる問題を解決する独自の領域をもつ人間行動の科学だと考えられる

ようになってきている。具体的には、集団・人間関係や臨床・障害などに関

する研究領域も重視されるようになってきているのである。このように、教

育にかかわる現象のなかに問題を求め、理論的・実践的研究を行うことによっ

て教育の目的や内容の妥当性を検討し、より優れた教育を実現するための方

法を明らかにすることが教育心理学の目標であり課題である。

 

　言うまでもなく、「保育」は、養護と教育が一体となった営みである。した

がって、保育を実践して行く際に教育心理学的な知識や技術が応用されうる

し、また、そうされなければならない。近年の子どもを取り巻く急激な環境

第２節 ● 教育心理学とは

第３節 ● 保育に生かす教育心理学

��
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の変化は著しく、多くの子ども達にその影響を及ぼしている。特に幼児期は、

生涯にわたる人間形成の基礎が培われる重要な時期であり、幼児は生活や遊

びといった直接的・具体的な体験を通して、情緒的にも知的にも発達し、社

会性を 涵  養 して社会の構成メンバーとしてよりよく生きて行くための基礎を
かん よう

獲得していくのである。

　このように、私たちは幼児期における教育・保育が、その後の人間として

の生き方を大きく左右することを認識し、子どもの育ちに関心を払わなけれ

ばならない。教育心理学は、このような営みに一定の回答を与えてくれる重

要な研究領域なのである。

　核家族化や都市化の進行、急激な少子化の進行、子どもの虐待の増加、離

婚率上昇に伴う養育環境の変化、障害児への対応、育児不安などに象徴され

る家庭の養育機能の低下、地域社会の関係の希薄化、子どもの個別性への配

慮など、子どもにかかわるさまざまな今日的な問題も山積している。教育心

理学を学んで行くことによって、このような多くの課題への対策にも一定の

示唆が得られるに違いない。

 

　すでに述べたように、教育心理学は教育の効果を高めることを意図して、

教育に関連する諸事象を心理学的に研究する学問である。教育は、一定の目

標（価値）を選択・決定し、その内容を配列・提示して達成していく過程で

ある。したがって、これらの配列・提示・達成過程の心理学的側面を解明す

るための手だては、研究者の視点・思考法・技法などによってさまざまであ

る。これらの方法は、研究者によって明確に自覚されている場合もあるが、

研究過程やその成果のなかに内在している場合もある。ここでは、教育心理

学で多用される主な研究方法について述べることにしよう。

  �   観察法（observational method）

　観察者が第三者的立場から客観的に観察対象者の行動を観て、それを記録

して行く方法である。対象者の行動に何も統制を加えず、生活空間内の日常

行動をそのまま観察する場合を「自然観察法（naturalistic observational 

method）」という。通常、単に観察法という場合はこの自然観察法をさす場

第４節 ● 教育心理学の方法
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合が多い。日常的な家庭における養育者の育児の観察記録、幼稚園や学校に

おける子ども―教師間の相互関係の観察記録、臨床心理学で用いられる面接

場面の応答記録などである。自然観察記録法による記録は、記録者がその場

の構成メンバーでもあることも多く、観察者の主観に影響され記録に偏りが

生じること、記録の整理が煩雑となるといった短所があるといわれている。

しかし、観察対象を包括的に理解するために、系統だった観察や実験、調査

の前段階として行われる予備的研究方法として大変優れた方法でもある。

　これに対して、研究の目的に沿って観察の対象となっている事態に対して

何らかの条件統制を加えて観察する方法を「実験観察法（experimental 

observational method）」という。この方法は、後に述べる実験法と基本的に

変わらない場合が多い。実験観察法は、条件を統制できることから、観察を

客観的に実施でき、その結果としての記録の信頼性も高まる長所がある。し

かし、目的に照らしてさまざまな条件統制を行うことから、実際生活から乖

離した要求をしてしまう危険性も指摘されている。

　また、研究目的が焦点化され絞られている場合には、どのような条件で、

どのような行動を観察対象とするかをあらかじめ決定し、観察後に記録を数

量化したりすることができる「組織的観察法」がある。このなかには、場面

を特定して観察する「場面見本法（situational sampling method）」、その行

動が生起する条件や生起のプロセスなどを詳しく観察する「行動見本法

（behavior sampling method）」、一定時間ごとに目的とする行動が生起して

いるかどうかを観察する「時間見本法（time sampling method）」、あらかじ

め観察する項目をリストにして用意しておき、当該の行動が観られた場合に

チェックしていく「チェックリスト法（check list method）」などがある。

　いずれの観察法を採用するにしろ、近年のAV機器やコンピュータのめざ

ましい進歩は、これまで見逃されがちであったさまざまな行動や微妙な反応

をとらえ、精密な解析を可能にしてきている。従来、観察法の短所とされた

点が、今後はこれらの機器の進歩に補われていくだろう。

  �   実験法（experimental method）

　心理学では、行動を引き起こす条件を明確にし、条件と行動の関数関係を

定立するために、人為的条件を設定して観察、記録、測定することがある。

このような方法を実験法という。簡単に述べると、ある条件に厳密な人為的

統制を加えることによって、行動とそれを規定している要因との因果関係を

明らかにする方法である。このとき、実験者が操作する要因を「独立変数」
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される。したがって、被調査者が言語的に未発達な子どもの場合には回答の

信頼性に注意する必要がある。

  �   事例研究法（case study method）

　事例研究法は、特定の個人について集中的、追跡的に多くの資料を収集し、

発達過程を知ろうとする方法である。この方法は、発達研究における縦断的

研究方法を単一事例に適用した方法と考えることもできる。また、前述の観

察法、実験法、検査法、調査法などと併用されることも多い。

　わずかな事例から収集された資料に基づくことから、事象を普遍化し、発

達の一般的原理や発達の基準を求めることは困難であるかわりに、個別の事

例の深い理解を求めることが必要とされる場合には有効な方法である。発達

上の問題がある心身障害児の行動特性を把握し、教育や指導に役立てていこ

うとする場合などがこの例である。

　臨床的な方法の発展に伴い個人差の研究が重要視され、事例研究が見直さ

れている。このようななかで、単一事例研究法（single case study）は、事

例研究法がもつ短所を補う精緻な研究法として注目することができる。
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●「第１章」学びの確認

①教育心理学の方法をもう一度まとめてみよう。

②検査法には具体的にどのような検査があるのか、詳しく調べてみよう。

●発展的な学びへ

　「発達検査」として整理される検査を１つ取り上げ、実際に検査を実施してみよう。
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●○●　コラム　●○●

発達検査

　子どもの心身発達の状態や程度を測定・診断するための標準化された検査

を「発達検査」という。わが国で比較的よく利用されている発達検査には、

「乳幼児精神発達質問紙」（津守式）、「乳幼児分析的発達検査」（遠城寺式）、

「KIDS乳幼児発達スケール」などの質問紙法によるスクリーニング検査と

「新版K式発達検査」などのように課題を与えその行動を直接観察する検査

とに大別される。観察や簡単な課題の遂行力のチェックを中心としているこ

とから、作業能力や言語能力が低い段階にある乳幼児の精神発達の理解に適

している。

　いずれの検査でも、検査項目は感覚機能、運動機能、言語、社会性、生活

習慣などの領域に分けられ、発達の順序にしたがって整理されている。また、

標準的な発達との比較から「発達年齢（developmental age;DA）や「発

達指数（developmental quotient;DQ）が算出できたり、プロフィールと

して直感的に理解できるように工夫されたりしている。

　発達検査の利用にあたっては、結果を単に評価的に理解し親に伝達するば

かりではなく、全体的なプロフィールから子どもを理解して教育・保育に役

立てていく姿勢が求められる。実施にあたっても、検査法をよく学習し、実

施方法に習熟しておく必要があることはいうまでもない。
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